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市の木 
（くすのき） 

市の花 
（ききょう） 

ゴーちゃん 
（五條市シンボルキャラクター） 



過
疎
化
と
は
？ 

 

　
過
疎
化
と
は
人
口
が
著
し
く
減
っ

て
い
く
現
象
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
活
力
が

低
下
し
た
り
、
生
産
機
能
や
生
活
環

境
の
整
備
が
他
の
地
域
と
比
較
し
て

低
位
に
あ
る
地
域
の
こ
と
を
過
疎
地

域
と
い
い
ま
す
。 

 

原
因
は
？ 

 

　
①
基
幹
産
業
の
林
業
な
ど
、
産
業

　
　
の
低
迷
か
ら
地
域
内
で
仕
事
に

　
　
就
く
こ
と
が
困
難 

　
②
周
辺
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪

　
　
い
こ
と 

　
③
都
市
自
体
の
魅
力
を
求
め
て
若

　
　
者
を
中
心
と
し
た
都
市
部
へ
の

　
　
流
出 

　
④
上
下
水
道
な
ど
基
礎
的
な
生
活

　
　
基
盤
や
福
祉
・
医
療
な
ど
の
サ

　
　
ー
ビ
ス
に
都
市
部
と
の
格
差
が

　
　
あ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
な
ど 

過
疎
地
域
の
自
立
を
促
進
す
る 

た
め
の
視
点
は
？ 

 

　
①
豊
か
な
自
然
環
境
と
多
様
な
地

　
　
域
・
生
活
文
化
の
継
承
・
創
出 

　
②
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
構
築
と
新
た

　
　
な
生
活
空
間
、
自
立
的
地
域
の

　
　
創
造 

　
③
長
寿
高
齢
社
会
の
先
駆
け
と
し

　
　
て
の
地
域
づ
く
り 

関係市町村数（平成１８年１月１日） 
人口（平成１２年国調：万人） 
面積（平成１２年国調：ｋ㎡） 

過疎 
市町村 

全国 過疎地域 
の割合 
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過疎地域の自立を目指して 過疎地域の自立を目指して 

過 疎 地 域 が 目 指 す も の  

　
五
條
市
は
、
昨
年
９
月
２５
日
の
旧
西
吉

野
村
、
旧
大
塔
村
と
の
合
併
に
伴
い
、
「
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、

旧
五
條
市
域
を
含
め
て
「
過
疎
地
域
」
と

み
な
さ
れ
ま
し
た
。 

                          
１
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

　
法
の
目
的 

 

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
は
平

成
１２
年
３
月
、
議
員
立
法
に
よ
り
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
１２
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
１０
年
間
の

時
限
立
法
で
、「
人
口
の
著
し
い
減
少
に

伴
っ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が
低
下

し
、
生
産
機
能
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等

が
他
の
地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地

域
に
つ
い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対

策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域

の
自
立
促
進
を
図
る
。
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

            

２
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策

　
定 

 

　
奈
良
県
が
定
め
る
自
立
促
進
方
針
に
基

づ
き
、
旧
西
吉
野
村
、
旧
大
塔
村
の
過
疎

計
画
を
継
承
し
な
が
ら
、
旧
五
條
市
域
の

該
当
す
る
事
業
の
計
画
を
組
み
入
れ
策
定

し
ま
し
た
。 

 

３
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
期

　
間 

 

　
平
成
１７
年
１１
月
１７
日
か
ら
平
成
２２
年
３

月
３１
日
ま
で
の
約
５
か
年 

 

４
　
計
画
実
現
の
た
め
の
国
の
支
援 

　
措
置 

　
①�

財
政
上
の
特
別
措
置 

　
・
国
庫
補
助
率
の
か
さ
上
げ 

　
・
国
庫
補
助
の
特
例 

　
・
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
（
元
利
償

　
　
還
金
の
７０
％
を
地
方
交
付
税
に
算
入
） 

　
②�

そ
の
他
の
特
別
措
置 

　
・
県
代
行
制
度 

 

５
　
今
後
の
整
備
計
画 
 

　
①�

産
業
の
振
興
（
林
道
整
備
、
観
光
施

　
　
設
整
備
） 

　
②�

交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化
お

　
　
よ
び
地
域
間
交
流
の
促
進
（
道
路
整

　
　
備
、
防
災
行
政
用
無
線
整
備
等
） 

　
③�

生
活
環
境
の
整
備
（
簡
易
水
道
整
備
、

　
　
消
防
施
設
整
備
） 

　
④�

高
齢
者
等
の
保
健
・
福
祉
の
向
上
お

　
　
よ
び
増
進
（
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
、

　
　
児
童
福
祉
施
設
整
備
等
） 

　
⑤�
医
療
の
確
保
（
診
療
施
設
整
備
） 

　
⑥�
教
育
の
振
興
（
学
校
教
育
関
連
施
設

　
　
整
備
、
集
会
施
設
整
備
等
） 

　
⑦�

地
域
文
化
の
振
興
等
（
登
山
道
整
備

　
　
等
） 

　
⑧�

集
落
の
整
備 

　
以
上
項
目
に
従
い
、
地
域
の
健
全
な
自

立
促
進
を
図
り
、
地
域
間
の
格
差
を
解
消

す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
を
い
か
し
な
が

ら
観
光
資
源
の
活
用
や
地
域
間
交
流
の
促

進
な
ど
、
地
域
振
興
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。 

 

　
■
問
合
先 

　
　
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
本
（
内
線
３
０
６
） 

過疎地域の自立を目指して 
過疎地域自立促進計画策定 

 
 
過疎地域の要件 
 
　中長期的な人口減少および、長期的な人口減少の結果と
しての年齢構成の偏りから過疎地域をとらえることとし、
過疎地域の要件を（１）かつ（２）に該当する地域とした。 
（１）人口要件：以下のいずれかに該当すること 
　①昭和３５年～平成７年の人口減少率が３０％以上 
　②昭和３５年～平成７年の人口減少率が２５％以上、高齢者
　　比率（６５歳以上）２４％以上 
　③昭和３５年～平成７年の人口減少率が２５％以上、若年者
　　比率（１５歳以上３０歳未満）１５％以下 
　④昭和４５年～平成７年の人口減少率が１９％以上 
　＊ただし、①②③の場合、昭和４５年～平成７年の２５年間
　　で１０％以上人口増加している団体は除く。 
（２）財政力要件：平成８年度～平成１０年度の３か年平均
　　の財政力指数が０．４２以下、かつ公営競技収益が１３億円
　　以下であること。 
【追加公示】 
　平成１２年度の国勢調査の確定人口に基づき、追加公示を
行う 
（１）人口要件：上記要件中、各対象年次を５年ずつずら
　　して適用。 
（２）財政力要件：上記要件を、平成１０年度～平成１２年度
　　の３か年平均の財政力指数として適用。 
 
 
過疎地域の状況 
 
 
 
 

（総務省調べ） 

過 疎 地 域 が 目 指 す も の  
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ALT

こんにちは 
マーシャル・ラビル 
外国語指導助手（ＡＬＴ） 
                                 です 
 

世界は一つ 

消防トピックス 消防トピックス 

　五條市では生涯学習の一環として、市民一

人ひとりが心を豊かにし、暮らしに喜びと潤

いを与え、生きがいのある生活を送っていた

だくため、講演会を開催します。 

■日時　２月２５日（土） 

　　　　午後１時３０分～３時３０分 

■場所　市民会館大ホール 

■講師    養老孟司さん（東京大学名誉教授） 

■演題  「生涯学習をバカの壁でみてみると」 

■入場料  無料  

■問合先  生涯学習課     （内線８１８、８２０） 

 
 
五條の皆さん、新年明けましておめでとうございます。 
皆さんが日本伝統のおせち料理を食べている時、僕はインドで汚れた床の上に

座り、右手でバナナを食べていました。 
一週間、日本全国から来たＡＬＴ（外国語指導助手）の仲間たちとカルカッタ

の南にある小さな村の孤児院で働きました。村の中心にある池は、ふろ、洗濯場、
スイミング・プール、トイレなど、いくとおりもの役割を果たしています。そこ
の学校の給食センターはヤギ、牛、にわとりなどの家畜、それにゴミに囲まれた
田んぼの中にありました。教室は机も教具もないコンクリートの空間でした。毎
日僕たちは何百人もの子どもたちの笑顔に迎えられ、サインと握手をせがまれま
した。まるで有名人になった気分で、西吉野に初めて着任したころを思い出しま
した。僕はインドで多くの大切なことを学びましたが、その中の一つは、世界中
の人々は皆、心が広く、優しく、周りの人に温かい関心を示しているという事実
です。 
インドは日本に比べて、ずっと貧しいかもしれませんが、私は両国でそこに住

む人々の、驚くほどの親切さを体験しました。いつか僕がアメリカに帰った時、
外国からやって来た人たちに、僕自身が日本やほかのアジアの国々で示して頂い
たのと同じ尊敬の念を示して、接したいと思いました。僕はインドでよく「ダダ」
と呼ばれました。それは、「兄弟」を意味する言葉です。 
僕たちは皆同じ世界に住み、皆それぞれ兄弟、姉妹であり、平和な世界を実現

するために手をつなぎあうことができるのです。この戌年の新年にあたり、すべ
ての人々に幸運を祈ります。 
  

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。 
英語版は中央公民館にあります。 

  北方領土は、北海道根室市、納沙布岬沖に連なる歯舞群島、色丹
島、国後島および択捉島の４つの島のことをいいます。 
  これらの島々は、第二次世界大戦の終了直後、ソ連軍によって不
法に占拠され、現在もロシアの不法占拠下にあり、日本の領土であ
りながら日本人は一人も住んでいません。 
  この北方四島の一括返還を実現して平和条約を結び、日露両国の
間に真の安定した友好関係を築きたい。それが、わが国の基本的な
考えです。 
■問合先　市民相談室      （内線３６３） 

消防トピックス 消防トピックス 
救急出動件数 急増 

１月4日から大塔分署が業務を開始しました 
 

東京大学医学部卒業後「解剖学」を専攻。 
１９８１年に東京大学医学部教授に就任。 
１９９６年には北里大学教授に就任。 
１９９８年には東京大学名誉教授に就任。 
主な著書には「からだの見方」、３００万部を突破した
「バカの壁」など。ＮＴＶ系「世界一うけたい授業」
などテレビ出演も多数。 

養老　孟司 
ようろう　たけし 

本 

本 

春 の 火 災予防運動  春 の 火 災 予 防 運 動  春 の 火 災 予 防 運 動  

火災予防 
　　統一標語 
 

火災予防 
　　統一標語 
 

 「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」 

　３月１日から７日まで春の火災予防運動が実施されます。 

　また、山火事予防・車両火災予防運動も併せて行います。 

　これからの季節、空気が非常に乾燥し火災が発生しやす

くなりますので、火気の取り扱いには十分注意してください。

いぬ どし 

 われらの北方領土 

（件数） 

２０００ 

１８００ 

１６００ 

１４００ 

１２００ 

１０００ 

 

救急出動件数 

 （年） 

ここ数年、救急車の出動件数が年々増え続けています。 

平成１７年の救急出動件数は１，８７２件で、前年に比べ１７０件の増

加となりました。事故種別でみると、急病が約５６％、交通事故が

１４％、一般負傷が約１４％、その他（転院搬送等）約１６％となっ

ています。また、救急隊により搬送された傷病者のうち、入院を

必要としない「軽症」が約半数以上を占めています。 

救急車は、事故や病気などで緊急に病院などへ搬送する必要が

ある場合に利用するものです。しかし、最近、軽い症状でも救急

車を利用する人が増えています。消防署では電話で休日や夜間等

の場合でも病院紹介を行っています。 

 

 

 

大塔町管内で救急事案が発生した時には、緊急電話の１１９番か、大塔分署まで連絡してください。 

緊急電話の１１９番の時は、五條市消防本部の通信指令室に電話がつながります。  

■連絡・問合先　五條市消防本部　☎２２－３３１０ 

 　　　　　　  大塔分署         　☎３６－０３１７ 

 

 

 

 

 

 

 

平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 
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Life
memo on a Gojo life

　五條市役所（本庁）　�22-4001（代）　　　西吉野支所　�33-0301（代）　　　大塔支所　�36-0311（代）　　　 本 西 大 

「子どもの安全」に関する標語募集 

「ｅ古都なら」奈良電子自治体共同運営システム 
                                                   運用スタート！ 

五條市歯科医師会からのお知らせ 

五條市内業者指名願の受付を行います 

花咲寮用物資納入業者の追加登録を受け付けます 

平成１８年度学校給食用物資納入業者を募集します 

 

えしゃく 

「e古都なら」バナー 

子どもを守る声かけ運動 

 ◎元気な声で「おはよう」 

 ◎にっこり笑って「こんにちは」 

 ◎目と目を合わせて「どうしたの？」 

 ◎会釈をしながら「おかえり」 

 ◎手を振って「さようなら」 
  
 “一声”かけてみんなの力で 
　　　　　　　子どもを守りましょう 
 ■問合先　青少年センター　☎２４－３００４ 

　最近、子どもを取り巻く環境の激変により、幼い子どもたちが
痛ましい被害に遭う事件が多発しています。このような状況の中、
地域の宝である子どもたちが明るく安心して暮らせるよう、社会
全体で取り組むことが求められています。 
　青少年センターでは取り組みの一環として、市民意識の高揚を
図るため、子どもたちの安全に関する標語を募集します。 
 
■テーマ　子どもの誘拐・連れ去り防止など、子どもが安心して
暮らせる社会をめざし、安全意識の高揚を図る作品。 
■部門　小・中・高校生の部、一般の部 
■応募方法 
はがきまたははがき大（１０㎝×１４．７㎝）の用紙に標語と 
○小・中学生および高校生は学校名と学年・氏名 
○一般の場合は住所・氏名・年齢を明記し、青少年センターあて
に送付してください。応募は一枚の紙に一点のみとします。 
■応募締切　２月２８日（火） 
■その他　五條市教育委員会において優秀作品若干名を選考し、
賞状と記念品を贈呈します。なお優秀作品は「広報五條」紙面で発表します。 
■応募・問合先　青少年センター　〒６３７－００４１　五條市本町３丁目１－１３　☎２４－３００４ 
 
 
 
 
 
　五條市では、「奈良電子自治体共同運営システム（愛称：ｅ古都なら）」による講座申込等手続きのオンラインサ
ービス（電子申請）を２月から開始しました。 
　これは、奈良県内の市町村が共同で開発したシステムにより、市町村の申請・届出・申込等の手続き（案内）をイ
ンターネットに接続したパソコンからオンラインで行う（見る）ことができるもので、五條市では、今年２月からカ
ルム五條（保健福祉センター）主催の講座申込、中央公民館主催の講座申込案内を実施することになりました。なお、
平成１８年度以降には検診等の予約や施設の予約・空き状況案内などを段階的に追加実施していく予定です。 
　ご利用は、五條市ホームページ（http://www.city.gojo.nara.jp/）の「ｅ古都なら」のバナーをクリックしてく
ださい。 
 
■問合先　企画調整課情報システム室　　（内線３１４） 
※手続きの内容に関する問い合わせは講座等担当の部署まで、パソコンの
入力操作に関するものは、ヘルプデスク（☎0742-64-0088）まで。 
 
 
 
 
 
 
　五條市歯科医師会は五條市と協力して学校検診や２・３歳児検診、寝たきり老人
への訪問診療などを行ってきました。また昨年より新たに２歳児検診時にフッ素塗
布事業も始まっています。 
 　これからも会としてさらに市民の皆様に見える事業の展開をしていきたいと考え
ています。 
 　その一つとして、今回「口臭予防」の冊子を皆さんにご紹介します。 
 　口臭にはいくつかの原因があり、中でも歯周病（歯槽のう漏）は大きく関係して
います。しかし歯のお手入れや治療で口臭を軽減、予防することができます。 
 　五條市歯科医師会ではこの口臭予防の冊子を皆さんに無料で配布しています。ご
希望の方はかかりつけの歯科医院またはカルム五條まで。 
 
■問合先　今田歯科医院　☎２５－０３２７ 

 入札参加資格審査申請書を受け付けます。 
■受付期間　２月１日（水）～２月２８日（火）（土・日曜日、祝日は除く） 
　　　　　　午前９時～正午、午後１時～４時（書類提出は、持参に限る） 
■受付対象者 
 ○建設工事（市内業者）受付 
 ○測量・建設コンサルタント業務等 
 （市内業者の１８年度追加受付） 
■登録有効期間 
 ・平成１８年４月１日から平成２０年３月３１日までの２年間 
 ただし市内測量コンサル業者は平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までの１年間の追加受付となります。 
■提出書類　申請書および添付書類（申請要領は、五條市ホームページ〔http://www.city.gojo.nara.jp/〕に掲載
しています。詳細は問い合わせてください。） 
■受付・問合先 
 監理課　五條市本町１丁目１－１　         （内線３４５） 
 水道局　五條市本町３丁目１－１３　         （内線３２０） 
 
 
 
 
　学校給食センターでは、市立小・中学校の給食に使用する材料（県給食会あっ旋物資、米穀、パン、牛乳を除く）
の納入業者を募集します。 
■受付期間 
 ２月２０日（月）～３月２日（木） 午前９時～午後４時（土・日曜日は除く） 
■提出書類 
 ①五條市学校給食用物資納入業者登録申請書 
 ②所轄税務署の完納証明書（所得税非課税の場合は県市民税完納証明書） 
 ③食品衛生法に基づく営業許可書（写し） 
 ④食品衛生監視採点票 
■申込・問合先　学校給食センター　五條市岡町２１０番地の１　☎２２－１２８８ 
 
 
 
 
 
　養護老人ホーム花咲寮では、物資の納入を行う業者を追加募集します。 
■受付期間　２月１０日（金）～２月２３日（木）午前９時～午後４時（土・日曜日、祝日は除く） 
■受付場所　養護老人ホーム花咲寮（五條市釜窪町１４８０番地） 
■対象者　給食材料、仕出し弁当類、介護用品、日用品、衣類および旅行委託業務等を取り扱う市内の業者に限る。 
■登録方法　花咲寮で配布する申請書に必要事項を記入し、下記の提出書類を添えて提出してください。 
■登録有効期間　平成１８年４月１日から平成２０年３月３１日まで 
■提出書類 
①花咲寮用物資納入業者登録申請書（申請書は花咲寮に用意してあります） 
②市民税の完納証明書（非課税の場合は非課税証明書） 
③食品衛生法による営業許可書（写し） 
④食品衛生監視票 
⑤営業所、製造所および倉庫の所在地見取図 
■問合先　養護老人ホーム花咲寮　☎２２－２９３９ 

本 

本 

本 
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 　国の重要無形民俗文化財である念仏寺(大津町)
の「陀々堂の鬼走り」が、１月１４日に行われました。 
 　午後９時、読経の声やほら貝・大太鼓の音が響
く中、父鬼・母鬼・子鬼の３人の鬼たちが登場し
ました。 
 　そして火手(カッテ)役が行事の安全を祈って空中
で水の字にたいまつを振る「火伏(ひぶせ)の行」
を行ってから、３人の鬼たちが重さ６０キログラム
もあるたいまつをかざして堂内を巡り、訪れた参
拝者は今年の幸せを祈りました。 

  今回の金剛登山は、天候の都合により１日順
延して１月１５日の実施となりましたが２４９人
の参加者は、山頂をめざし雪のなか汗をかきな
がら楽しく登山をしました。昼食は、保護者の
あったかな気持ちがこもったお弁当に舌鼓。ま
たボーイスカウトの皆さんの奉仕による豚汁で
心も体もほっかほか。子どもたちは楽しい一日
を過ごしました。 

 高齢者の皆さんの健康増進に役立ててもらおうと、このほど
福祉センター（新町３丁目）にエクササイズマシーンなどが
寄贈されました。これは市内の田川真抄子さんから贈られた
もので、マッサージ機１台、エアロバイク２台、ウォークラ
ンナー１台が福祉センターの訓練室に設置され、高齢者の機
能訓練に利用されています。 

 第９回五條市ジュニアサッカー大会が１２月１１日、上野公園多
目的グラウンドで開催され、３３チーム、４３９人の参加者があり
ました。 
  大会は、五條小学校６年生の和田崎達也君の選手宣誓で始まり、
チーム一丸となりゴール目指して頑張りました。 
結果は次のとおりです。 

▽３・４年生の部    
優  勝  牧野ブラックサンダーズ（牧野小学校） 
準優勝  五小４年生チーム（五條小学校） 
▽５・６年女子の部  
優  勝  五小女子チーム（五條小学校） 
準優勝  スペシャルＳＢＣ（宇智小学校） 
▽５・６年男子の部  
優  勝  ムテキング（野原小学校） 
準優勝  五小Ａチーム（五條小学校） 

火災ゼロの街を目指して 

 「成人の日」の１月９日五條市成人式が、市民会館
で行われ新成人の門出を祝福しました。新市誕生１
回目となる今年、市内では男性２７４人・女性２２６人、
合計５００人が新成人となり、４０６人の皆さんが式典に
出席しました。  
  　榎市長は「これからの人生に誇りと責任を持って、
一歩一歩自らの目標に向かって前進されることを願
います。」と式辞を述べ、続いて新成人を代表して、
５人が「大人の自覚と責任を持って生活を送ります」
などと意見を発表。出席者は２０歳の喜びと責任を感
じていました。 

 平成１８年五條市消防出初式が１月１４日、中央体育
館で行われました。 
 今回の出初式では、昨年９月２５日の市町村合併に伴
い、旧西吉野村、旧大塔村の消防団員を含む総勢 
６３０人が参加しました。 
 式典では永年消防活動に功績のあった消防職・団
員への表彰が行われました。また今回は天候不良の
ため一斉放水はありませんでしたが、参加した消防職・
団員は式典に参加し「火災ゼロの街　五條市」を目
指して一層の士気高揚を図りました。 

 　五條市消防署大塔分署が１月４日より業務を開始
するのに先立ち、昨年１２月２５日分署が設置される市
役所大塔支所で開署式が行われました。式では、榎
信晴市長、山田由比己市議会議長のあいさつの後、
看板の除幕、テープカットなどが行われ分署の開署
を祝いました。  
 　大塔分署には救急救命士を配置、さらに高規格救
急車を配備し、当面は救急活動を主に業務を行います。 

500人が 
　　　晴れて成人 
平成１８年五條市成人式 陀々堂の鬼走り 

第２９回雪中金剛登山 

福祉センターへマシン寄贈 

第９回五條市ジュニアサッカー大会 

意見を発表した 
５人の新成人 

     寺本　充宏さん                              堀川　千寿さん 

    藤井  暁彦さん                                岡本  美里さん                              幸田　真和さん 

消防出初式 

１月4日業務開始 
五條市消防署大塔分署 

厄よけ・五穀豊穣を祈る 

チーム一丸、ゴール目指して 

 高齢者の健康増進に 

山頂をめざして 

ほうじょう 

高規格救急車の前でテープカット

今回寄贈されたマシン等
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　平成１８年度の市・県民税申告と平成１７年分の所得税確定申告の受付は、２月１６日（木）から始まります。申告期
限間近になると、会場が大変混雑しますので、申告は、早目に済ませてください。 
 
所得税の確定申告 
▽五條会場                                                                   
■場所　市民会館３階会議室                                                  
■相談日　２月１６日（木）～３月１５日（水）（土・日曜日は除く）         
■時間　午前１０時～正午（受付：午前９時～１１時３０分）                
            午後１時～３時３０分（受付：午後０時３０分～３時）              
                                               ※混雑時は受付終了時刻を繰り上げます。      
 
 
 
 
 
▽西吉野会場                                                                  
■場所　市役所西吉野支所                                                    
■相談日　３月１日（水）                                                     
■時間　午前１０時～３時 
 
▽大塔会場                                                                
■場所　市役所大塔支所                                                    
■相談日　２月２７日（月）、３月３日（金）                                    
■時間　午後１時～午後３時  
 
     
 
 
 所得税の確定申告について 
 次の人は、確定申告をしなければなりません。                                     
  ①事業をしている人、不動産収入のある人。１年間の所得金額の合計額から所得控除額    
  の合計額を差し引き、その金額をもとにして算出した所得税額が、配当控除額を超える    
  場合。 
  ②サラリーマンの人・給与等の収入金額が２千万円を超える場合。  
  ・給与所得や退職所得以外の所得金額が２０万円を超える場合。 
  ・給与を２か所以上からもらっている場合。    
  また、確定申告をする必要のないサラリーマンの人でも、医療費控除や住宅借入金等    
  特別控除などの適用を受けることができる場合は、確定申告すれば源泉徴収された所得    
  税が還付されることがあります。この還付を受けるための申告は、税務署において２月    
  １６日以前でも受け付けしています。 

市県民税の申告 
 所得税の確定申告は 
 正しくお早めに 

申告期間                                                                  
 2月16日（木）～3月15日（水）（土・日曜日は除く） 

なお、これらの会場では相続税・贈与税・譲渡所得（土地建物・収用・株式など）の
申告相談は行いませんので、税務署で相談や申告をしてください。 

 
市県民税の申告 
 
■場所　市役所本庁税務課、西吉野支所住民課、大塔支所住民厚生課     
■期間　２月１６日（木）～３月１５日（水）（土・日曜日は除く）  
■時間　午前８時３０分～午後５時１５分                                  
 
 市・県民税の申告について 
 
 次の人は、市・県民税の申告義務があります。     
  ①平成１７年中に営業等・農業・不動産・雑所得（公的年金を含む）などがあった人で、税務署へ確定 
　申告をしなくてもよい人（１年間の所得の合計額が、すべての所得控除より少ない人など）                                                              
　なお、病気・その他で所得のなかった人についても申告してください。              
  ②サラリーマンの人で、給与支払報告書を会社等から五條市へ提出されていない人。また、給与所得 
　および退職所得以外の所得の合計額が２０万円以下の人。               
　なお、税務課から「申告書」と「申告書の書き方」を郵送しますが、上記に該当する人で、届かない 
　場合は、税務課まで問い合わせてください。 
 

                                                           

・申告書・収支内訳書（営業等・農業・不動産所得者のみ）印かん              
・平成１６年所得を確定申告した人は、その本人控                                    
・給与所得者は、源泉徴収票（または給与支払報告書）                           
・公的年金等所得者は、公的年金等の源泉徴収票                                  
・扶養親族に給与や年金の収入がある場合、その資料（源泉徴収票等）            
・営業等・農業・不動産所得者は、所得額や必要経費のわかる帳簿など、金額は集計して収支内訳書に 
　転記しておいてください）                                      
・国民年金保険料、生命保険、個人年金保険、損害保険の保険料控除証明書        
・国民健康保険税、介護保険料などの領収書または支払金額のわかるもの            
・医療費控除を申告する人は、その領収書（整理して合計しておいてください）と、保険組合や保険会 
   社から補てん金がある場合その金額がわかるもの                     
 
 
 
 
 ※西吉野地区・大塔地区は従来、吉野税務署の管轄でしたが、平成１７年９月２５日から葛城税務署に変 
更されています。以降の納税や申告書の提出、納税証明の発行等は吉野税務署でなく葛城税務署で行っ 
てください。（管轄変更に伴う届け出等は特に必要ありません） 
 
 
 
■問合先　葛城税務署　大和高田市西町１番１５号　☎０７４５－２２－２７２１ 
 　　　　　五條市役所税務課　☎２２－４００１（内線２５６、２９８） 

申告に必要なもの 

このうち、税務署員および税理士が相談に応じるのは、                 
２月２３日（木）、２４日（金）、２７日（月）、２８日（火）、       
３月　１日（水）、 ２日（木）、３日（金）の７日間です。 
期間中、上記以外は税務課市民税係の職員が応対します。 
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　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されますので廃車・譲渡した場合は、次の要領で必ず、速やかに申告
してください。 
 　申告を怠ると所有していなくても課税されるのでご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■問合先　税務課庶務係       （内線３３３） 
 

原付自転車・軽自動車の 
廃車・譲渡・転出 
手続きはお早めに 

 
 
 
 
　身体や精神に障害のある人のために使用される原動機付自転車・軽自動車は、次に該当する場合、軽自動車税の減
免を受けることができます。（対象車は一台に限ります） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ■問合先　税務課庶務係　　（内線３３３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

軽自動車税の減免申請 
 ３月３１日までに 

＊各税目の納期限については、納付書で確認してください。   
 

2月は 

の納期です 

　市役所本・支所担当窓口、取扱金融機関および郵便
局で納付してください。 
 　納税は便利で確実な口座振替（自動払込）をご利用
ください。 
 

■問合先 
 ▽五條地区 
 　税務課徴収係　（内線２５９、２６０） 
 　保険課保険税係　（内線２６６、３６８） 
 ▽西吉野地区 
 　住民課　（内線２２、２７） 

本 

本 

本 

西 

手続き方法                                                 　手続窓口 

手続き方法                                                 　手続窓口 

ナンバープレート・原動機付自転車申告
済証・印かんを持って市税務課で手続き
を行ってください。盗難にあった場合は、
警察へ被害届を出した後、廃車手続きを
行ってください。 

 ほかの市町村へ転出する人で原動機付自
転車を所有している場合は、転出後１５日
以内に右記で、ナンバープレートの返納、
新しいナンバープレートの交付手続きを行
ってください。 

市役所本庁税務課 
　　西吉野支所住民課   
　　大塔支所住民厚生課 

○返納のみ 
　市役所本庁税務課 
　　　西吉野支所住民課   
　　　大塔支所住民厚生課  
○返納と新しい標識の交付 
　転出先の市区町村役場 

 奈良県軽自動車検査協会 
　　大和郡山市額田部北町９８０－３ 
　　　☎０７４３－５８－３０１８ 

奈良県陸運支局   
     大和郡山市額田部北町９８１－２  
����☎０７４３－５９－２１５２ 

本 

廃車・譲渡の手続き 

転出の際の手続き 

右記で手続きを行ってください。 

右記で手続きを行ってください。 

 ■軽自動車 

 ■二輪の小型自動車（250ccを超えるもの）および軽二輪（125ccを超え250cc以下） 

■原動機付自転車（125cc以下） 

①身体障害者手帳、療育手帳、戦傷病者手
帳の交付を受けている人で、自らが運転す
るもの。      
②身体に障害のある人の通学、通勤、通院
などのために用いる車で、身体障害者など
と生計を一にする家族が運転する軽自動車
など。 
なお、対象となる障害の範囲は＜別表＞の
とおりです。   

該当する場合は、障害者手帳、運転免許証、

印かん、原動機付自転車申告済証または検

査証を持って、３月３１日（金）までに、

市役所本庁税務課、西吉野支所住民課また

は大塔支所住民厚生課で手続きをしてくだ

さい。手続きをしないと、平成１８年４月

１日現在の所有者に軽自動車税が課税され

ます。 

＜別表＞  身体障害者・戦傷病者本人が運転する場合 

障　害　者　別              身体障害者      戦傷病者  

聴覚障害 

言語機能障害 

上肢不自由 

下肢不自由 

体幹不自由 

上肢機能     

下肢機能    

   

平衡機能障害 

 

 

知的障害                                       療育手帳Ａ  

精神障害 

 ※身体障害者、戦傷病者と生計を一にする家族が運転す
る場合は、上記と異なりますので税務課まで問い合わせて
ください。 

視覚障害 

乳幼児期以前の非
進行性脳病変によ
る運動機能障害 

国民年金法施行令別表に定
める１級の精神障害の状態 

心臓・腎臓 
呼吸器・ぼうこう 
直腸または小腸の機能障害 

免疫機能障害 

１級～４級 

２級・３級 

３級 

１級・２級 

１級～６級 

１級・２級 

１級～６級 

１級・３級 

１級～３級 

特別～２項症 

特別～６項症 
第１～第３款 

特別～４項症 

特別～４項症 

特別～４項症 

特別～３項症 

特別～６項症 
第１～第３款 

特別～３項症 
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カルム五條では、赤ちゃんからお年寄り
まですべての市民の皆さんの健康相談
を受け付けています。  
お気軽にご利用ください。 

カルム五條 
（保健福祉センタ－）  

@22-4001 
内線289，290 
FAX22-6585

　近年献血者は減少傾向にある上、ヤコブ病に伴う献血者の制限などにより、血
液不足は深刻となっています。この機会に、みなさんのご協力をよろしくお願い
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■対象者　満１６歳～満６９歳の人で、体重が男性４５ｋｇ以上、女性４０ｋｇ以上の人
（ただし６５歳以上の献血者については、６０歳から６４歳に献血経験のある人に限り
ます）ヤコブ病に伴い、欧州渡航歴のある場合については、滞在期間により献血
ができないことがあります。 
■献血内容　２００ｍｌ・４００ｍｌ 
■注意　平成１６年１０月より輸血用血液の安全性を高めるため、献血の際本人確認
を実施していますので、保険証・運転免許証など本人確認のできるものを持参し
てください。  
■問合先　保健福祉センター成人保健係（内線２９０） 
 
 
２月・３月の休日在宅当番が次のとおり変更になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■申込・問合先　保健福祉センター庶務医療係（内線２８８）  
 

近年、「うつ」の問題が大きく取り上げられています。だれもが「うつ」になる
可能性があります。あなたが、家族が、職場の仲間が「うつ」になるかもしれま
せん。この機会に「うつ」について勉強してみませんか。 
■日時　３月５日（日）午後１時３０分～３時  
■場所　カルム五條多目的ホール 
■テーマ　「うつ病のおはなし」 
　　　　　　・うつ病ってどんな病気？                                                 
　　　　　　・うつ病の症状・治療のポイント 
　　　　　　・家族や周囲の対応についてなど                                             
■講師　飯田順三先生（奈良県立医科大学医学部看護学科教授） 
■参加費　無料 
■申込方法　３月３日（金）までに申し込んでください。 
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係（内線２９０）   

献血にご協力ください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
在宅当番医の変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市民公開講座 
「うつ病のおはなし」 

２月１１日（土） 

２月１２日（日） 

３月　５日（日） 

３月１９日（日） 

鎌田医院 　野原西１－６―８  
 @２２－３１３８ 
杉崎医院 　中之町１７７１―３３   
@２４－０００３ 
辻田クリニック 五條 １－７－５   
@２５－４１４５ 
寒川医院 　二見４－２－４   
@２２－２１２０ 

■実施日　２月２０日（月）                                          
■受付時間　午前１０時～正午、午後１時～４時                            
■場所　五條市役所自治会館（本庁西側） 
 

■実施日　３月５日（日） 
■受付時間　午前１０時～１１時、正午～午後３時 
■場所　西吉野コミュニティセンター（西吉野町八ツ川　@３４－００４６） 
 

　老齢もしくは退職を支給事由とする公的年金は、所

得税法上「雑所得」とみなされ、所得税が課せられます。 

　社会保険業務センターでは、国民年金、厚生年金保

険の対象となる年金受給者の皆さんに平成１７年分の源

泉徴収票を作成し、平成１８年１月１２日から２０日までの

間に順次送付しています。（障害年金、遺族年金は課

税対象外のため、源泉徴収票は送付しません。） 

　最低賃金は、最低賃金法に基づいて決定されたもので、臨時・パート・アルバイト等を含め、すべての労働

者に適用されます。使用者は、適用される最低賃金額等を周知するとともに、必ずこの金額以上の賃金を支払

わなければなりません。 

  源泉徴収票に記載されている事項は、①その年

の１年間に支払われた年金の総額、②社会保険

料の金額（介護保険料額）、③源泉徴収税額お

よび④控除内容となっています。この源泉徴収

票は、確定申告（平成１８年３月１５日まで住所地

を管轄する税務署で受付）の際に、添付書類と 

して必要となりますので大切に保管してください。 

社会保険庁では、紛失や未着の場合等に対応するため、「ねんきんダイヤル」で源泉    

徴収票の再交付の受付を行っています。 

 

 

また、来訪による源泉徴収票の再交付、その他の年金相談については、社会保険事務    

所でも受け付けています。問い合わせの際は、年金証書の基礎年金番号・年金コードを    

用意してください。  

■電話番号　０５７０－０７－１１６５                                       
■受付時間　午前８時３０分～午後５時（土、日、祝日を除く） 

本 ■問合先　市民課年金係      （内線２６８、３７０） 

■問合先　奈良労働局　☎０７４２－３２－０２０６ 

奈良県最低賃金      （17.10.1発効）                 時間額                   652円  

産業別最低賃金 
一般機械器具製造業  （17.12.25発効）                時間額                    756円 

電機関係製造業        （17.12.25発効）                時間額                    756円 

自動車小売業           （17.12.25発効）                時間額                    755円 

木材・木製品・家具・装備品製造業                        日   額                 6.527円        
  （製材熟練等）         （元.1.25発効）                 時間額                    816円   

保険課　　（内線２６７、３６７）  
 
住民課　　（内線２６） 
 
住民厚生課　　（内線４３） 

本 

西 

大 

■問合先 

保健福祉センターからのお知らせ 保健福祉センターからのお知らせ 保健福祉センターからのお知らせ 
国民年金からのおしらせ 
 公的年金等の源泉徴収票が送付されます 

奈良県内の最低賃金 

国民健康保険の

届け出を忘れていませんか
？

加入・脱退の手続きは 
14日以内に 
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■この記事に関する問合先 
人権施策課　（内線２８６） 本 

講
座 

    

五
條
文
化
博
物
館 

 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド
募
集 

 

　
五
條
文
化
博
物
館
で
は
、
博
物
館

へ
の
来
館
者
に
展
示
解
説
や
案
内

を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
人
と
話
を
す

る
の
が
大
好
き
な
方
、
大
歓
迎
で

す
。 

■
活
動
内
容
　
都
合
の
よ
い
日
で
月

１
〜
３
回
、
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時
の
間
で
、
来
館
者
へ
の
展
示
解

説
等
。
ま
た
ほ
か
の
博
物
館
見
学

な
ど
研
修
会
年
１
〜
２
回 

■
期
間
　
平
成
１８
年
４
月
１
日
〜
平

成
２０
年
３
月
３１
日 

■
対
象
と
募
集
人
数
　
１６
歳
以
上
の

人
で
３０
人
程
度 

■
応
募
方
法
　
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

博
物
館
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
応
募
締
切
　
３
月
１０
日
（
金
） 

■
申
込
・
問
合
先
　
五
條
文
化
博
物
館

〒
６
３
７
ー
０
０
９
１
五
條
市
北

山
町
９
３
０
ー
２
　
　 

�
�

☎
２
４
ー
２
０
１
１ 

  

五
條
児
童
館 

『
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
集
い
』 

 

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集 

 

　
五
條
児
童
館
で
は
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
同
年
齢
の
こ
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同

士
の
交
流
を
深
め
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
事
を
目
的
に
、

２
歳
児
を
対
象
に
平
成
１８
年
度
『
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
の
集
い
』
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。 

■
開
催
日
　
４
月
か
ら
実
施 

■
対
象
者
　
平
成
１５
年
４
月
２
日
〜

平
成
１６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も 

■
募
集
人
員
　
約
５０
人
（
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
） 

■
参
加
費
　
年
間
１，
０
０
０
円 

■
申
込
期
日
　
２
月
１３
日
（
月
）
・

１４
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時 

■
そ
の
他
　
電
話
で
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。
直
接
児
童
館
へ
来
館
の

上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
・
問
合
先
　
五
條
児
童
館
　

☎
２
２
ー
２
２
２
８ 

（
市
役
所
北
側
） 

  

み
ん
な
で
、
歩
き
ま
せ
ん
か
！ 

 

■
日
時
　
３
月
４
日
（
土
）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分 

■
集
合
場
所
　
田
園
公
民
館
（
雨
天

の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條
体
育
館
） 

■
定
員
　
３０
人 

■
内
容
　
４
ｋ
ｍ
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ 

■
指
導
者
　
五
條
市
運
動
普
及
推
進

員 

■
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
で
き
る
も

の
（
雨
天
の
場
合
上
履
き
） 

■
申
込
締
切
　
３
月
１
日
（
水
） 

■
申
込
・
問
合
先
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
成
人
保
健
係  

（
内
線
２
９
０
） 

   五
條
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

              

新
入
部
員
募
集  

    　
五
條
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
五

條
Ｆ
Ｃ
）
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
多
感
な
時
期
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
行
っ
て
い
る
チ
ー

ム
で
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
小
学
生
か

ら
中
学
生
を
対
象
に
部
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

■
対
象
　
○
ジ
ュ
ニ
ア
（
少
年
）
の

部
＝
市
内
の
小
学
校
新
１
年
か
ら

新
６
年
の
児
童
（
女
子
も
可
） 

 

○
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
中
学
）
の

部
＝
市
内
の
中
学
校
新
１
年
か
ら

新
３
年
の
生
徒
（
中
学
生
か
ら
始

め
た
い
人
も
歓
迎
） 

■
そ
の
他
　
詳
細
、
入
部
希
望
に
つ

い
て
は
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
・
問
合
先
　
五
條
市
サ
ッ
カ
ー

協
会
事
務
局
（
大
谷
）
　 

　
☎
２
２
ー
２
６
６
７ 

      

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ 

 

　
調
理
の
工
夫
を
学
習
し
な
が
ら
料

理
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

■
日
時
　
２
月
２７
日
（
月
）
午
前
１０

時
〜
正
午 

■
場
所
　
中
央
公
民
館 

■
定
員
　
１６
人
（
五
條
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
の
男
女
） 

■
テ
ー
マ
　
簡
単
手
作
り
パ
ン 

■
指
導
者
　
足
立
敦
子
先
生
（
Ｍ
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
「
水
野
真
紀
の
魔
法
の

レ
ス
ト
ラ
ン
」
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
） 

■
参
加
費
　
９
０
０
円
（
材
料
費
６

０
０
円
、
利
用
団
体
会
費
３
０
０

円
） 

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具 

■
申
込
方
法
　
２
月
２２
日
（
水
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
中
央
公
民

館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

■
そ
の
他
　
託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
） 

■
申
込
・
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　

☎
２
４
ー
２
０
０
１ 

  

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
講
座 

 

気
軽
に
、
お
し
ゃ
れ
な
寄
せ
植
え

で
四
季
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■
日
時
　
３
月
１３
日
（
月
）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分 

■
場
所
　
中
央
公
民
館 

■
定
員
　
２０
人
（
五
條
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
の
成
人
男
女
） 

■
テ
ー
マ
　
球
根
植
物
で
彩
る
早
春

の
寄
せ
植
え 

■
指
導
者
　
青
木
恵
子 

先
生 

■
参
加
費
　
２，
３
０
０
円
（
材
料

費
２，
０
０
０
円
、
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
） 

■
持
ち
物
　
古
新
聞
、
ゴ
ミ
袋
、
ガ
ー

デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
（
軍
手
）
、
筆
記

用
具 

■
申
込
方
法
　
２
月
２７
日
（
月
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
中
央
公
民

館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

■
そ
の
他
　
託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
） 

■
申
込
・
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　

☎
２
４
ー
２
０
０
１
　 

      

五
條
バ
ウ
ム
学
芸
員
ト
ー
ク  

 

休
日
の
昼
下
が
り
、
歴
史
の
好
き

な
人
同
士
で
歴
史
や
文
化
財
の
こ

と
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。 

■
日
時
　
２
月
１９
日(

日)

午
後
２
時

か
ら 

■
場
所
　
五
條
文
化
博
物
館
別
館 

■
定
員
　
２０
人(

先
着
順) 

■
今
月
の
話
題
提
供
者
　
小
笠
原
　

彰(

埋
蔵
文
化
財
嘱
託
調
査
員) 

■
参
加
費
　
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
） 

■
申
込
・
問
合
先
　
五
條
文
化
博
物

館
　
☎
２
４
ー
２
０
１
１ 

 

第
２２
回
朗
読
発
表
会 

 

■
日
時
　
３
月
１２
日
（
日
）
午
後
１

時
３０
分
開
演 

■
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■
朗
読
作
品
　「
お
う
じ
の
き
つ
ね
」、

「
お
お
か
み
の
ひ
み
つ
」
ほ
か 

■
入
場
料
　
無
料
（
お
み
や
げ
有
） 

■
そ
の
他
　
五
條
市
朗
読
サ
ー
ク
ル

で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で

あ
な
た
も
朗
読
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
（
第
１
・
３
金
曜
日
午

後
６
時
３０
分
か
ら
８
時
３０
分
ま
で
） 

■
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　 

�
�

☎
２
４
ー
２
０
０
１ 

   

第
２２
回
市
民
卓
球
大
会 

 

■
日
時
　
３
月
２６
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら 

■
場
所
　
宇
智
体
育
館 

■
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人 

■
種
別
　
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス

（
男
女
混
合
） 

■
参
加
料
　
無
料 

■
申
込
方
法
　
出
場
者
の
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
会
社
名
（
学
校
名
）

ま
た
は
ク
ラ
ブ
名
、
代
表
者
の
電

話
番
号
等
連
絡
先
を
記
載
し
、
次

ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

■
申
込
締
切
　
３
月
１９
日
（
日
） 

■
そ
の
他
　
ゼ
ッ
ケ
ン
は
、
縦
１５
㎝
、

横
２０
㎝
で
上
に
姓
、
下
に
ク
ラ
ブ

名
を
記
入
し
、
背
に
つ
け
る
こ
と
。 

■
申
込
・
問
合
先
　
青
木
（
五
條
市

役
所
建
設
課
）
　 

�

☎
２
２
ー
４
０
０
１（
内
線
２
７
９
）

FA
X

２
４
ー
０
７
６
３ 

  

京
奈
和
自
動
車
道
開
通 

                

事
前
イ
ベ
ン
ト 

 

　
一
般
国
道
２４
号
京
奈
和
自
動
車
道

五
條
道
路
の
開
通
を
間
近
に
控
え
、

開
通
す
る
道
路
と
じ
か
に
ふ
れ
あ

い
、
五
條
市
内
を
貫
く
五
條
道
路

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

                 

■
開
催
日
　
３
月
２１
日
（
火
・
春
分

の
日
） 

■
イ
ベ
ン
ト
内
容 

 

　
①
五
條
道
路
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

 

　
五
條
Ｉ
Ｃ
か
ら
五
條
北
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
区
間
往
復
約
９．
０
ｋ
ｍ 

 

　
②
五
條
道
路
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

 

　
五
條
Ｉ
Ｃ
か
ら
釜
窪
ト
ン
ネ
ル
ま

で
の
区
間 

 

　（
①
②
と
も
参
加
無
料
） 

 

※
詳
細
は
、
「
広
報
五
條
」
３
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
問
合
先
　都
市
計
画
課
幹
線
道
路
係 

 
 
 
 
 
 

　
（
内
線
３
４
２
） 

  

西
吉
野
の
史
跡
と 

          

賀
名
生 

梅
林
見
学 

 

　
梅
の
花
が
咲
き
誇
り
香
る
こ
の
季

節
、
史
跡
を
め
ぐ
り
、
歴
史
に
つ

い
て
学
び
語
り
合
い
、
梅
林
散
策

で
心
い
や
し
楽
し
い
休
日
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

■
日
時
　
３
月
１９
日
（
日
）
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
２
時
（
賀
名
生
の

里
・
歴
史
民
俗
資
料
館
内
伝
承
館

に
集
合
） 

■
見
学
場
所
　
堀
家
住
宅
（
賀
名
生

皇
居
跡
）・
資
料
館
・
賀
名
生
梅
林

（
昼
食
後
散
策
） 

■
定
員
　
２０
人 

■
講
師
　
孝
田
有
禅
氏
（
禅
龍
寺
住

職
・
郷
土
史
研
究
家) 

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
皇
居
跡
見

学
費
・
お
茶
菓
子
代
） 

■
持
ち
物
　
昼
食
用
弁
当
（
付
近
に

食
堂
あ
り
） 

■
申
込
方
法
　
３
月
１５
日
（
水
）
ま

で
に
資
料
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

■
申
込
・
問
合
先
　
賀
名
生
の
里 

歴
史
民
俗
資
料
館
　
西
吉
野
町
和

田
２
７
ー
１
　  

�
�

☎
３
２
ー
９
０
１
０ 

                              

     

市
民
の
善
意 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

 

《
善
意
銀
行
》 

 

五
條
市
老
連
女
性
部 

 

石
田
　
冨
貴
子
（
小
和
町
） 

 

井
上
　
富
雄
（
須
恵
） 

 

五
條
ど
ん
ぐ
り
会 

 

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
シ
ュ
フ
の

店
（
上
野
町
） 

 

五
條
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
協
議
会 

 

井
上
　
武
（
丹
原
町
） 

 

北
田
　
秀
美
（
霊
安
寺
町
） 

 

乾
　
成
年
（
丹
原
町
） 

 

西
吉
野
村
親
睦
会
（
西
吉
野
町

城
戸
） 

 

商
栄
会
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
（
須
恵
） 

 

《
福
祉
基
金
》 

 

高
野
山
真
言
宗 

 

　
内
吉
野
宗
務
支
所
寺
院 

五條北IC付近 

賀名生梅林 

講座 

募集 

催し お知 
らせ 
 

市役所電話番号 
 
　　　五條市役所（本庁） 
　　　☎22－4001（代） 
 
　　　西吉野支所 
　　　☎33－0301（代） 
 
　　　大塔支所 
　　　☎36－0311（代） 

本 

本 

本 

西 

大 

本 
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市民ごよみ 

カルム五條（保健福祉センター） 

2月号 五條  広
報 

平成18年2月発行　第683号  ●発行　五條市  ●編集　市長公室秘書課　 
〒637-8501五條市本町１丁目１番１号    �☎22-4001   電子メール gojo@city.gojo.nara.jp 
 http:/ /www.city.gojo.nara.jp/

表紙写真 
今年初めて行われた 
地元小・中学生による 
子ども鬼走り 

人口38,448人 
 
 

男18,489人 
 
 

女19,959人 
 
 

世帯数13,742世帯 
 

２月１１日（土） 
 　　人権を確かめあう日 
２月１５日（水） 
 　　各種年金相談 
 　　場所◎商工会館 
 　　時間◎１０時～１５時 
２月１８日（土） 
 　　善行幼児・児童・生徒表彰式 
 　　場所◎市民会館 
 　　時間◎１３時３０分～ 
２月１９日（日） 
 　　第２０回吉野川ジュニア駅伝 
 　　場所◎上野公園トリムコース 
 　　時間◎９時３０分スタート 
２月２３日（木） 
 　　交通事故相談 
 　　場所◎中央公民館 
 　　時間◎１０時～１５時 
２月２５日（土） 
 　　生涯学習講演会 
 　　場所◎市民会館 
 　　時間◎１３時３０分～ 
 

施設紹介  

カルム五條（保健福祉センター）は母子保健対策、成人保健対策
等、市民の健康づくり事業を実施するとともに、高齢者の生きがい
対策や障害者の福祉サービスを提供する拠点施設です。 

■事業内容 
 ▽保健部門 
 ・母子保健事業 
 ・予防接種事業 
 ・成人保健事業 
 ・健康づくり事業 
 ・精神保健事業 
 ・献血促進事業 
 ▽社会福祉部門 
 ・身体障害者デイサービス事業 
 ・シルバー人材事業 
 ▽保健体育部門 
 ・カルム五條体育館 
■開館時間　午前８時３０分～午後５時
１５分（土・日・祝日は休館） 
■問合先 
 　保健福祉センター 
       （内線２８８、２８９、２９０） 
 　五條市野原西６丁目１番１８号 
 
　シルバー人材センター 
 　　☎２２－５５４１ 

本 


